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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年7月21日(2016.7.21)

【公表番号】特表2014-520172(P2014-520172A)
【公表日】平成26年8月21日(2014.8.21)
【年通号数】公開・登録公報2014-044
【出願番号】特願2014-511369(P2014-511369)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  59/24     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  63/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   9/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   3/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   59/24     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   63/00     　　　Ｃ
   Ｃ０８Ｋ    9/06     　　　　
   Ｈ０１Ｂ    3/40     　　　Ｃ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年5月31日(2016.5.31)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも１種のジビニルアレーンジオキシド、
　（ｂ）構成成分（ａ）のジビニルアレーンジオキシドと異なる少なくとも１種のエポキ
シ樹脂、
　（ｃ）少なくとも１種の無水物ハードナー、
　（ｄ）少なくとも１種の０．５Ｗ／ｍＫを超える熱伝導率および１０ｋＶ／ｍｍを超え
る電気絶縁値を有する、熱伝導性および電気絶縁性の充填剤、および、
　（ｅ）少なくとも１種の硬化触媒を含む、電気装置のための電気絶縁物としての硬化性
エポキシ樹脂配合組成物であって、硬化時に、少なくとも８０℃のＴｇ、少なくとも６５
ＭＰａの引張強度、少なくとも２０ｋＶ／ｍｍの誘電強度および少なくとも５Ｅ＋１５オ
ーム－ｃｍの体積抵抗率を含む特性のバランスを有する硬化生成物を提供する、エポキシ
樹脂配合組成物。
【請求項２】
　充填剤が充填剤処理で処理された充填剤を含む、請求項１に記載のエポキシ樹脂配合組
成物。
【請求項３】
　充填剤がシランで処理された充填剤を含む、請求項２に記載のエポキシ樹脂配合組成物
。
【請求項４】
　反応性希釈剤、柔軟化剤、加工助剤または強化剤を含める、請求項１に記載のエポキシ
樹脂配合組成物。
【請求項５】
　２００ｍＰａ－ｓから２０，０００ｍＰａ－ｓ未満の注型温度での粘度を有する、請求
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項１に記載のエポキシ樹脂配合組成物。
【請求項６】
　（ａ）少なくとも１種のジビニルアレーンジオキシド、（ｂ）構成成分（ａ）のジビニ
ルアレーンジオキシドと異なる少なくとも１種のエポキシ樹脂、（ｃ）少なくとも１種の
無水物ハードナー、（ｄ）少なくとも１種の充填剤、および（ｅ）少なくとも１種の硬化
触媒を添加混合することを含む、電気装置のための電気絶縁物としての硬化性エポキシ樹
脂配合組成物を調製するためのプロセスであって、エポキシ樹脂配合組成物が硬化時に、
Ｔｇ、引張強度、誘電強度および体積抵抗率を含む特性のバランスを有する硬化生成物を
提供する、プロセス。
【請求項７】
　（ｉ）請求項１に記載の組成物を提供するステップ、
（ｉｉ）前記請求項１に記載の組成物を基材に適用するステップ、および
（ｉｉｉ）前記基材および組成物を硬化することで絶縁材料を形成するステップ
を含む、電気装置のためのエポキシ絶縁性材料を調製するためのプロセスであって、生じ
る絶縁材料が、７０℃以上の運転温度に必要とされる電気的、機械的および熱的特性を含
めた必要特性のバランスを有する、プロセス。
【請求項８】
　請求項１に記載の硬化性エポキシ樹脂配合組成物より製造される生成物。
【請求項９】
　７０℃以上の運転温度に必要とされる電気的、機械的および熱的特性を含めた特性のバ
ランスを有する、絶縁材料、ポッティング材料または注型材料を含む、請求項８に記載の
生成物。
【請求項１０】
　電気装置を含む、請求項９に記載の生成物。
【請求項１１】
　電気装置が電力変圧器を含む、請求項１０に記載の生成物。
【請求項１２】
　電気装置が乾式変圧器を含む、請求項１１に記載の生成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　本発明のジビニルアレーンジオキシドコモノマーの上記構造Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩおよびＩ
Ｖにおいて、各々のＲ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、個々に、水素、アルキル基、シクロ
アルキル基、アリール基もしくはアラルキル基；あるいは例えばハロゲン基、ニトロ基、
イソシアネート基、またはＲがアルキル、アリールもしくはアラルキルであってよいＲＯ
基を含めて、Ｈ２Ｏ２耐性基であってよく、ｘは０から４の整数であってよく、ｙは２で
あってよく、ｘ＋ｙは６以下の整数であってよく、ｚは０から６の整数であってよく、ｚ
＋ｙは８以下の整数であってよく、Ａｒは、例えば１，３－フェニレン基を含めて、アレ
ーン断片である。加えて、Ｒ４は、エポキシド、イソシアネートまたは任意の反応性基を
含めて、反応性基（単数または複数）であってよく、Ｚは、置換パターンに依存して０か
ら６の整数であってよい。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０９】
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【表１】
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